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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＯＤＡ／Measurement Committee

　　　　
２００６年度以降の大会計測の方針について

　（ルール計測委員会発表）
　　　　　　　　

１．大会計測システムの見直し
計測委員会では2004、2005年のワールドにて研修・調査した実績に基づき国際クラスに適した国際標準の大会計測システムを採用したいと考え、①全日本は今までよりも綿密に、②全日本以外は今までよりも緩和する方向性で2006年度以降の大会計測方針を計画しております。
1 全日本選手権はフルメジャーメントに準じた計測を実施します。
2 全日本以外のＪＯＤＡ大会は簡易計測にてイヤーシリーズシステムを実施します。
２．新計測システムの適用大会
①　の全日本選手権は第３７回名取全日本選手権より適用します。

②　のイヤーシリーズシステムは毎年クラスルール改正の3月1日以降に開催される下記大会を対象とし、年度内に該当する最後の大会までを有効期限とします、内容については従来のサマーシリーズを拡大解釈したものと理解して下さい。
1.　ＪＯＤＡナショナルチーム最終選考会（江ノ島）

2.　全日本オープン選手権（和歌山）　3.　全日本チームレース選手権（未定）
4.　東日本選手権（銚子）　　　　　　5.　西日本選手権（唐津）

6.　上記以外に各クラブ又は団体が主催する大会でＪＯＤＡ計測委員会認定を受けたもの
３．新計測システムの内容
①　全日本選手権では　1.　全艇セールの実計測を行います。

2.　全艇ハルの重量計測を含むハル各部のチェックを行います。

3.　帆走指示書・安全規定の海上チェックを行います。

4.　スパー、フォイルの計測については適宜の指示に従ってください。

②　イヤーシリーズに該当する大会は、期間中、ハル、ダガーボード、ラダー、マスト、ブーム、
　　スプリット、セールを各一つのみ使用できる。との帆走指示書の項目に基づき対応されます。

1.　最初に参加する大会計測にてセールには年度共通スタンプ。ハル、スパー、フォイルには年度共通シール（またはスタンプ）を貼り、計測員がサインをします。
2.　計測手法はＩＯＤ95艇＝シリアルナンバー、従来艇＝実計測、とこれまで通りです。
3.　一度計測を終えた艇は、次の大会では前の大会の計測用紙を受付に提出するだけで手続き終了です。ただし、レース前、またはレースとレースの間の陸上待機時に艇装備の各スタンプ、または各シールのチェックが行われる事があります。
4.　次の大会で装備が交換される時、前に使用した装備のスタンプ、またはシールは×印をするなどで無効としなければなりません。その後交換品にスタンプまたはシールを貼ります。

　（レース公示、帆走指示書の装備の交換にあたります。書面とは計測用紙にあたります。）

5.　スタンプは同じものが大会から次の大会へ引き継がれます。同時期に行われる場合は２つ以上作ります。シールは年度毎に印刷し、同じものを各大会に配布します。
４．全日本のセール計測
基本的には従来艇に対する方法と同じです。ＩＯＤ95艇で、一度基本計測が行われたセールを再び計測する事について２度手間と思われるかもしれませんが、現在のシステムが採用されてから、８年ほど経過し、証明書ありでも、古いセールは形状が変化している可能性もあります。また、クラスルールの変化により現行ルールと一致していない場合もあります。

証明書とは計測された（新品の）時クラスルールに適応している事を証明しています。一方

大会計測は大会期間中のみクラスルールに適応している事を計測員が承認するものです。

　1.　計測する時は、マスト、ブームからセールをはずして下さい。
　2.　がらみロープは着けたままで計測を受けて下さい。

５．全日本のハル計測
基本的には従来艇に対する方法と同じです。重量計量については・・
1.　ブロックは着けたままで計測します。２個で300ｇとして計測値から差し引かれます。

（昔よく苦労して外し、計測後取り付ける時、プライヤで締めずに手だけで締めると、レース中にネジがゆるんでブロックが飛び、金具を紛失したりして泣かされました。）

2.　バウラインも取り着けたままで床に垂らした状態で計測します。３５ｋｇジャスト前後で微妙な場合は外します。

3.　アップバッグを含めて３５ｋｇ以下の場合は補正ウェイト（木片）を前後のトランサムに接着材（ガムテープは不可です。）で接着して計測員が日付とサインをします。
この木片は次の重量計量時まで外してはいけません。

4.　あかくみ、パドル、ダガー、ラダーなど上記以外の取り外せるものは全て外します。

5.　計量は乾燥状態で行う事が常識です。水滴があれば、ふき取ります。

2005年9月4日　
ＣＲ計測委員会　
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